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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
再建外科領域ではマイクロサージャリーの進歩に伴い､0.5mm以下の血管､神経､リンパ
管を対象にした超微小外科手術 (ス-パーマイクロサ-ジャリー )の開発が進んでいる.
一方､実験動物でのスーパーマイクロサージャリーを駆使 した皮弁モデルの報告はまだ少
ない｡本研究では､ラットの浅下腹壁動脈 (血管径0.5mm以下)に注目し､スーパーマイク
ロサージャリー の習得を目的にした新しい皮弁モデルを開発した.血管吻合の際に皮弁内血
流を維持することで､微小血栓の影響を受けることなく皮弁移植をおこなうことができた｡
スーパーマイクロサージャリーを習得する上で､SIEAflapを用いた皮弁移植は､皮弁内血
流を維持することで､より信頼性の高い皮弁モデルとなることが期待される｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
再建外科領域ではマイクロサージャリー の進歩に伴い､0.5mm以下の血管､j中経､リン
パ管を対象にした超微小外科手術 (スーパーマイクロサージャリー )の開発が進んでいる｡
一方､実験動物でのスーパーマイクロサージャリ｣を駆使した皮弁モデルの報告は少ない｡
本研究では､ラットの浅下腹壁動脈 (SIEA､血管径0.5mm以下)に注目し､スーパーマ
イクロサージャリー の習得を目的にした新しい皮弁モデルを開発した｡血管吻合の際に皮
弁内血流を維持することで､微小血栓の影響を受けることなく皮弁移植をおこなうことが 一
できた｡スーパーマイクロサージャリー を習得する上で､SIEA且apを用いた皮弁移植は､
皮弁内血流を維持することで､より信頼性の高い皮弁モデルとなることが期待できる｡こ
れは重要な知見を得たものとして価値のある業績と認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると静める｡
